
県政運営評価戦略会議設置要綱

（設置）
第１条 政策推進に係る「県民意見の積極的な反映」と「県民目線からのチェック機能の強化」
を図り、「徳島ならでは」の「新たな事業評価システム」を創造するため、県政運営評価戦略会
議（以下「戦略会議」という）を設置する。

（所掌事務）
第２条 戦略会議は、次の各号に掲げる事務を所掌する。
一 「新未来『創造』とくしま行動計画」の施策や事業について評価を行い、その結果について
県総合計画審議会に提言すること。

二 「VS東京『とくしま回帰』総合戦略」の施策や事業について評価を行い、その結果について
地方創生“挙県一致”協議会に提言すること。

三 県民から県政に対する意見や提言を幅広く募るために設置された「とくしま目安箱」に寄せ
られた意見や、知事対話等で出された建設的な県民意見のなかから、優れた意見を採択し、県
総合計画審議会に提言すること。

四 その他必要な事項について評価や提言を行うこと。

（委員）
第３条 戦略会議は、委員１４名以内で構成する。
２ 委員は、県政運営の評価について優れた識見を有する者等から知事が委嘱する。
３ 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任
者の残任期間とする。

４ 委員は、再任することができる。

（会長）
第４条 戦略会議に会長及び副会長を置く。
２ 会長は、委員の互選により定める。
３ 会長は、戦略会議を総理する。
４ 副会長は、会長が指名する。
５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、または、会長が欠けたときは、その職務を
代理する。

（会議）
第５条 戦略会議は、会長が招集する。
２ 戦略会議は、委員の半数以上の出席がなければ、開くことができない。
３ 戦略会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数の時は、会長の決するところに
よる。

（班）
第６条 戦略会議の所掌事務において、効率的な評価等を行うため、会長は、戦略会議に班を設
置することができる。

２ 会長は、班における評価等の報告を受け、それを調整し、戦略会議の評価等とすることがで
きる。

３ その他班の設置及び運営に関し必要な事項は、別途定める。

（庶務）
第７条 戦略会議の庶務は、監察局において処理する。

（雑則）
第８条 この要綱に定めるもののほか、戦略会議の運営に関し必要な事項は、会長が定める。

附則
１ この要綱は、平成２３年８月１日から施行する。
２ この要綱の施行後、最初に委嘱される委員の任期は、第３条第３項の規定にかかわらず、平
成２５年４月３０日までとする。

３ この要綱は、平成２７年１２月１日から施行する。


